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 第 1位 三菱電機 
 第 2位 東京ガス 
第 3位 ソニー 
第 4位 ライオン 
第 5位 環境省 チャレンジ 25ブース 
第 6位 EPSON 
第 7位 日本郵政、ダスキン 
第 8位 花王 
第 9位 セブン＆アイホールディングス 
第 10位 パナソニック 
第 11位 昭和シェル 












































調えること、[3]直感的視覚効果を不えること、[4]来場者の動きが誘因になる の 4つに分けられました。 





























































































































































































































































































 山本泰弘(筑波大学環境コミュニケーションラボ・筑波大学大学院 人文社会科学研究科 科目等履修生) 









パナソニックが初の首位に 省エネ家電が強くアピール：環境経営・CSR：ECO JAPAN －成長と共生の未来へ－: 
http://eco.nikkeibp.co.jp/article/report/20100721/104307/ 












 武田晴人(筑波大学環境コミュニケーションラボ・筑波大学 社会・国際学群 社会学類 3年) 
 
 【企画チーム】 
 市川絵理(筑波大学環境コミュニケーションラボ・筑波大学 社会・国際学群 国際総合学類 3年) 
 濱崎隆志(筑波大学環境コミュニケーションラボ・筑波大学 社会・国際学群 国際総合学類 2年) 
 宮原ちひろ(筑波大学環境コミュニケーションラボ・筑波大学 社会・国際学群 国際総合学類 2年) 
 忽那一平(筑波大学環境コミュニケーションラボ・筑波大学 医学専門学群 6年) 
 
 【調査チーム・協力者】 
 天沼拓人(3Ecafe プロジェクトチーム・東京大学大学院 新領域創成科学研究科 環境システム学専攻 1年) 
 熊谷拓哉(筑波大学大学院 生命環境科学研究科 環境科学専攻 1年) 
 萩尾奈緒香(筑波大学 社会・国際学群 社会学類 3年) 
 竹下織子(環境コミュニケーションラボ@東京・法政大学 人間環境学部 3年) 
 牧瀬翔麻(筑波大学環境コミュニケーションラボ・筑波大学 社会・国際学群 国際総合学類 2年) 
 飯田康貴(環境コミュニケーションラボ@東京・東京理科大学 理学部 3年) 
 黒田朊樹(筑波大学環境コミュニケーションラボ・TAM Project) 
 長谷川大輔(3Ecafe プロジェクトチーム・筑波大学大学院 システム情報工学研究科 1年) 
 清水飛翔(全国大学生環境活動コンテスト学生スタッフ・慶應義塾大学 商学部 4年) 
 
 
 
 
※本報告書の無断流用、複製配布を禁じます。 
取材などについては、下記連絡先へご連絡ください。 
 
筑波大学環境コミュニケーションラボ 
(筑波大学に登録された学生団体) 
ecolab.tsukuba@gmail.com 
